
Ｆ
ｌ
ｌ

|

ト

ニ藤奪ノ＼イキ

厳 議

ンタ
tダ
タノ
ミ

エ 孝F

"中



～
一
可

画
■

I

Ｌ
１
１
．
可
１
１
１
■
０

ー

ま
た
承
盛
期
に
ば
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述
ぃ
会
貴
荻
さ
あ
っ
た
が
ば
と
ん
沙

の
方
〆
支
評
を
去
り
ノ
髪
蒋
の
メ
ン
、
ハ
Ｉ
ば
二
人
随
蔵
ク
ご
し
ま
つ

庭
・
沙
三
真
し
伺
小
記
移
行
鯵
平
の
年
に
沙
右
ｖ
一
度
Ｏ
Ｂ
。
○
Ｇ
Ｉ
に
呼
掛

げ
ソ
、
含
蔓
諦
産
‐
し
こ
み
あ
い
と
鰯
心
、
ハ
ノ
バ
Ｖ
ど
う
だ
る
』
ク
』
が
・

今
尋
の
委
員
呉
域
入
き
く
潅
返
ソ
耗
構
泡
と
是
ク
。
夫
い
庭
支
謙

捲
展
の
た
め
頑
張
っ
て
ば
し
ぃ
・
私
欲
（
表
で
あ
っ
た
式
る
芽
、

本
葬
ょ
ソ
あ
ょ
ゑ
ぅ
ち
ぃ
人
が
記
に
文
ク
Ｚ
い
る
か
ら
横
茨
は
黙

芯
乙
／
、
れ
る
へ
）
と
き
待
ち
た
い
。

昨
年
末
新
し
い
人
状
多
く
な
〃
ノ
史
評
に
も
若
さ
が
あ
ふ
れ
て
き

た
．
そ
の
牢
ご
吏
葬
発
起
人
ど
も
あ
ヅ
ま
た
私
達
の
良
き
ア
ベ
ト
パ

ィ
ブ
ー
ろ
あ
っ
た
、
荻
野
条
潅
、
加
藤
喜
代
干
肉
氏
が
病
に
倒
れ
、

支
部
互
云
ク
た
・
才
言
Ｊ
と
降
淋
し
い
ご
と
否
あ
る
伏
孝
に
痢
氏
と
／

も
働
復
に
同
っ
之
危
る
と
の
こ
‐
と
、
支
評
に
爵
ぴ
元
気
硬
婆
を
尾

零
頭

智

ら

句

lL

ｂ
ラ
ク
◎

！
犀一

影
〃
山
元
鮮
川

、

琴
鞠



二
Ｊ
・
・
二
Ｉ
。
．
ｒ
・
｛
叩
．
叩

倶
ｌ
出
ｒ
叩
出
宮
Ｊ
・
・
訳
。

I･･II
r＄』.i･･』.....

.Iﾛ■J

『..l：.､ﾛ.､ﾛ.舎
.．.IⅡ

ノ,:〕r:#“］
一:’7

〆.ﾛ

J,｢’,．,『．．’･』韻･･韻'･･ず:.′・’･'
『『ﾛ

..Ⅱ『JﾛﾛI｡.・・rJI･

，,;,鍔:」'1.ルー篭,：,:雫'1
J〈‘；『･ー“，昨'.．

：J

rl

I研･ﾛJ

II

１
．
Ｊ
．

Ｊ
１
■
ず

ロ
Ⅱ
Ⅱ
“
１
Ｊ
・
８
１
５
０
、
日
日
ｂ
ロ
凸
や
凸

‐
‐
－
↓
’
１

ｒ
二
・

勢
詳
秀
涯
蔭
夢
伽
愚
堂
侭
蹴
懲
葱
侭
遂
詮
鬼
Ｑ
乞
噂
瞬
無
鶏
鎌

鳥
篭
爵
全
乙
患
Ｊ
蕊
へ
久
糞
言
食
走
術
Ｊ
嬢
翫
胤
勢
穆
慶
ぼ
》
ペ
ミ
会
食
切
挺
バ
ツ

人
健
鋭
革
喰
と
奪
云
罫
二
季
と
ど
く
皇
峠
史
葬
ム
汽
遂
委
頁
鱗
勝
手
に
表
め
こ

禽
真
峰
掘
り
し
う
砿
ご
ぃ
る
か
ら
〆
等
ど
雲
‐
美
隆
及
す
る
一
〉
‐
ｙ
し
ご
批
判

懸
乙
唯
庭
皇
噸
抱
‐
些
感
が
鮫
企
じ
が
奉
漆
乙
膜
侭
立
づ
た
。

心
濠
返
づ
？
遥
全
年
い
や
今
後
ば
こ
の
よ
う
蕊
皐
ｌ
参
毒
ね
れ
な
い
よ

う
今
云
わ
痔
紘
参
み
ば
岸
私
Ｊ
員
人
参
夫
湾
さ
あ
参
ご
三
支
評
‐
乞
語
族
之
迄

廷
賎
た
だ
さ
た
Ｑ
Ｑ
Ｊ
乙
泌
健
》
ぱ
〆
三
水
会
八
本
評
集
会
ソ
へ
の
孟
弧
篤
八

泰
芽
ム
行
の
受
椅
等
″
、
本
粥
叩
《
シ
行
集
鵬
庭
靭
荻
参
加
し
ｚ
、
灸
師
の

ｐ
‐
●
尺
参
し
、
他
支
評
と
の
交
流
を
久
仙
に
望
む
沢
才
乙
あ
る
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子
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造
本
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管
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内
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回
／
彦
珂
乃
君
化
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垂
・
天
狗
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参
加
着
彦
汗
春
募
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係
〕
、
久
縁
田
澄
瀞
疹
和
雄
関
野
冨

碇
情
人
李
‐
山
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更
渡
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縄
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東
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光
安
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銘
～
そ
ぎ
零
群
の
滝

（
も
伽
～
ク
伽
ソ
勿
禰
雌
阿
髭
伺
腸
小
（
７
曲
～
７
店
）
才
郷
チ
ワ
ノ
ブ
ト
上
（
７
恋
～
的
虐
）

赤
雄
山
方
宛
～
厚
”
ソ
ォ
チ
リ
罰
ノ
ト
エ
倉
産
～
必
女
Ｊ
溺
綴
解
高
穆
小
（
好

刈
～
畔
‐
“
国
鉄
日
光
駅
念
か
～
膝
窪
ｖ
上
野
（
感
・
必
ゾ

燭
風
更
ム
山
行
ざ
月
９
画
～
〃
ｇ
色
峰
皇
山
（
南
ア
ル
プ
ス
Ｊ

参
加
着
竹
鰯
瑠
〈
線
）
神
疹
撫
雄
本
多
潅
姦
褒
速
疑
汽

内
旧
栄
子
〃
之
水
彩
Ｋ
智
子
比
狩
墨
江
絶
〃
ｊ
危

コ
ー
ス
ダ
イ
ム
一
日
昼
広
河
猿
ハ
チ
．
”
～
隼
“
）
水
場
（
７
１
“
～

９
１
色
御
地
小
屋
（
７
記
～
竿
卯
）
小
鳥
坪
の
唇
〈
層
“
～
畔
‐
診
肩
ノ
小

屋
律
、
望
一
二
口
目
肩
ノ
小
農
笑
７
だ
）
妬
愛
？
苧
ｊ
７
さ
稜
線
小

屋
ア
“
～
７
釦
ｖ
鰯
ノ
蚤
倉
必
～
唇
ご
塑
旗
隣
州
小
胤
艇
序
店
）
三
虜
昌

農
優
岬
小
屋
参
赤
）
雷
農
烏
猛
琴
歩
～
与
雪
農
鳥
象
（
夢
赤
身
で
ご
大
門

沢
下
降
臭
〈
グ
如
～
ク
．
ご
水
錆
？
橘
，
；
律
釜
天
門
沢
か
農
喚
疹
劾
～
厚
笠

奈
良
碩
発
彪
陥
諏
含
比
ソ
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夕
・
ロ
写

’

露

●

今
芦
さ

管
§
も

ざ



一－一一－

溌溌蕊蕊蕊蕊
験:報:蒋職瀞糠

■.■．■■■■■■地

１
１

捗
り
彫
《
四
〃
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〃
止
宿
久
”
旅
園

と
』
小
悲
陛
宇
山

渡
辺
皇
嘩
チ

コ
ー
ス
夕
イ
Ａ

汁
〃
回
ｇ
弓
晦
日
丹
沢
ゞ
勘
ヒ
ノ
沢

参
加
者
彦
才
底
男
（
係
）
小
郡
竜
剥
久
保
田
治
鋳
木
園
之

石
山
武
式
汗
俊
瑠
竹
田
明
吉
岡
宿
子
田
中
績
代

内
圃
栄
子
足
立
久
子
他
多
沿

。
ｉ
ス
タ
葱
１
Ａ
渋
沢
〈
・
人
乞
久
〃
質
？
元
盲
一
俣
危
恋
～
〃
‐
ざ
戸
念
念
吻

唯
診
絶
立
？
倉
・
琴
う
げ
ご
夫
倉
念
宛
ｊ
〃
・
ぎ
、
淡
淡
（
〃
、
夢

矛
防
風
念
河
幻
日
～
ァ
月
ｊ
巳
才
ｚ
画
丹
沢
毒
天
合
同
キ
マ
ン
ア

参
加
着
液
鎌
答
寿
っ
雛
Ｊ
中
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一
重
（
係
ｖ
鍵
水
圏
え
砿
次
孝
ら

坪
野
村
豆
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子
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辺
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鋳
卿
篠
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小
綴
山
（
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ン
ム
行
Ｊ

潜
（
綴
）
銭
本
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産
山
武
竹
函
璃
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一
室
吉
周
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今
刈
勝
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立
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瀞
ロ
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ら
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焼
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弘
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些
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患
蚤
雲

に
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些
プ
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こ
と
（
似
で
〉
ご
ｋ
ル
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新
宿
を
キ
ー
一
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に
乗
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え
八
蒋
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皇
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ん
で
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つ
と
参
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心

で
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が
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烏
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ノ
を
吋
吹

人
雪
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を
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て
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ぶ
が
手
‐
小
雪
茨
へ
と
Ｌ
”
ノ
約
五
碕
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で
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上

ゞ
湯
吉
岡
信
子

藤
睦
子
Ｊ
他
ｊ
沿

鯛
天
少
為
、
途
宇
を

参
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穆
く
。
宮
馬
岬
幽
抄
渉
で

リ
／
、
壕
わ
く
ず
そ
の
、
嫁
濫
鰭
択

な
凌
山
、
斯
磐
卿
の
麗
派
鰯
秘
八

歌
が
Ｚ
が
歩
し
そ
シ
産

召
也
猟
雁
・
炎
ず
つ
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こ
が

又
跡
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．
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ト
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Ｊ
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砂
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Ｌ
仙
帆
仲
・
》
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ト
ー
小
山
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
４
Ｉ
Ｊ
０
印
叶
雅
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Ⅱ
卜
Ｒ
Ⅱ
Ｌ
酢
吐
酢
１
０
Ｌ
１
ｌ
ｌ
ト
ー
６
１
ふ
り
１
１
仕
９
１
ｔ
ト
ー
ル
ト
‐
Ｉ
１
ｌ
１
ｆ
小
脹
ひ
Ｉ
Ｆ
ふ
い
仏
ト
ー
ｒ
ト
ト
ト
‐
ｌ
ド
ト
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ト
ー
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
に
ｒ
Ｉ
Ｉ
０
酢
Ｉ
卜
し
旧
い
呼
日
Ⅱ
俳
卜

｡

一
諺
し
て
、
霜
ば
御
系
尤
乞
亀
乏
山
頂
よ

勢
ト
レ
ｆ
ル
を
ど
ん
ど
ん
不
参
と
、
長
野
へ

一
三
湾
境
〉
へ
髭
る
。
こ
緋
よ
り
伏
迩
ろ
、

参
が
噂
が
致
尾
綴
逢
ど
ん
ど
ん
い
く
と
人

、
う
り
室
鼠
岬
髭
鋤
ば
鯵
〈
挺
櫛
夢
ば
、
ク
し
か
っ
た
。

山
植
鰯
が
震
を
議
し
ま
芭
之
く
燕
る
。

《
》
雛
よ
鯛
ソ
一
で
蒋
綴
何
ぼ
ど
下
参
と
種
謬
彩
裳
遂
弓

山
認
、
禽
鳥
久
慈
に
成
る
●
こ
り
↓
荊
迩
一

鰐
↑
、
怠
咳
化
湘
に
観
ま
秘
、
久
遮
と
ば
ダ
ン

シ
三
ク
ク
ズ
が
い
Ｚ
と
て
ふ
が
ス
テ
ぞ
酋
所
‐

雪
あ
る
’
こ
こ
で
一
林
〃
し
て
運
季
穆
泉

を
蕊
ダ
ヒ
ｋ
牛
炉
づ
う
へ
乙
マ
ト
‐
働
ノ
ぞ
昼
か
ら

パ
入
ご
隼
Ｉ
鍔
や
蛎
炎
る
・
ｉ
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畢
一
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｜
叩
ロ
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・
・
二
上

辞
、

匂
妬
灸
ｆ
ｊ
間
ノ
蚤
ｆ
ｊ
〃
淑
見
蜜
～
鯵
ル
吋
蒙
（
Ａ

八
月
二
昼
（
噸
滞
曇
二
誘
え
が
ら
ヤ
グ
カ
に
剥
紙
な
バ
ラ
待
っ
て

い
た
の
随
診
が
が
わ
う
ず
、
ム
梨
交
通
側
の
整
霞
の
不
手
際
が
多

乗
〃
ノ
こ
ぼ
し
に
あ
い
、
寺
悉
童
く
同
類
呉
簸
と
か
之
多
い
タ
グ
／
シ

ー
で
広
河
兼
へ
入
つ
だ
・
前
年
の
像
鯵
守
三
Ａ
縦
定
む
ば
霞
イ
ス
ベ
リ

コ
ー
ス
を
ｙ
一
つ
た
の
さ
、
今
画
ば
久
樺
沢
。
！
‐
又
多
（
路
兆
参
山

漬
へ
と
伺
っ
た
の
浴
が
、
鱒
っ
Ｋ
通
い
荷
駒
／
為
が
う
ぺ
ｉ
久
の
乱

れ
ば
ず
し
く
建
“
、
と
緯
し
“
く
進
ま
ず
、
鞘
づ
．
と
の
へ
〉
と
き
、
丁
度
が

久
銅
／
学
い
う
そ
の
全
貌
を
現
わ
し
危
妬
蚤
バ
ツ
ト
レ
入
を
老
エ
ガ

に
岬
ぎ
っ
っ
雪
渓
を
髪
・
側
ノ
さ
ソ
玄
つ
ち
ム
項
域
、
前
回
の
そ
れ
と

ば
全
く
異
州
リ
ノ
、
グ
ミ
と
人
、
人
、
人
ｉ
；
心
‐
少
萄
と
十
珍
位
ば
ぃ

た
だ
ろ
う
か
。
夕
闇
遜
る
如
黄
稜
線
小
皇
へ
入
る
。
小
星
着
乍
と

蘇
個
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鰯

一

八
月
二
一
豆
（
晴
〉
今
日
ば
歩
行
埼
間
ろ
わ
ず
か
零
時
濁
余
の
休

鯛
陶
画
、
廷
時
墳
ま
き
櫛
換
ご
ろ
つ
る
り
き
い
た
｜
が
ｚ
１
々
‐
乙
貸
が
瀞
弛
め

ご
し
ぬ
垂
ぃ
鳳
胤
方
簡
か
ら
昇
る
坪
来
遥
を
拝
し
五
埼
幽
篭
。
今
虜

ば
欠
峡
に
差
違
式
れ
諭
琴
に
域
得
ら
幾
攻
い
っ
た
三
つ
Ｃ
・
加
稜

線
が
ら
の
一
大
パ
ノ
ラ
之
の
／
全
て
を
見
せ
て
く
れ
た
。
燭
ノ
蚤
乙

仙
郡
竺
塩
見
鐙
、
荒
川
三
山
、
赤
石
宏
等
の
こ
れ
か
ら
好
ぐ
南
評
ウ

ム
毎
が
夢
の
姿
を
鬼
と
で
い
だ
●
，
し
が
し
こ
こ
若
人
人
人
‐
‐
‐
Ｉ
Ｉ
ｏ

ぞ
ん
な
駁
で
永
居
は
蕊
瑠
と
三
峰
鐙
へ
。
流
危
鯵
畷
墓
蚤
方
窟
へ

鍵
う
ぐ
’
一
ブ
ー
ば
余
〃
ソ
な
い
、
ク
レ
く
巽
峰
露
ム
痩
謬
域
、
仏
丈
須

／
向
８
１
β
ノ
グ

な
ら
う
狸
シ
塩
シ
》
総
い
て
く
る
仏
窺
Ｊ
尾
綴
、
鍛
祇
肥
宮
く
光
る
野

塔
川
も
後
沢
、
多
く
の
掻
山
巻
達
〆
Ｊ
好
き
象
し
グ
』
い
る
北
蛋
く
Ｊ
闇

ノ
蚤
の
稜
線
等
之
の
周
瞬
の
長
望
逢
。
鍵
一
人
毒
ｙ
で
残
吉
ご
さ

え
，
そ
れ
ら
を
舵
め
重
が
ら
二
嫁
濁
迩
く
を
息
に
蕊
彪
後
、
シ
ナ

ノ
猪
ン
ベ
ィ
の
／
咲
き
鉛
れ
る
樹
立
苧
を
髪
ノ
乎
小
塵
へ
と
下
っ
た
。
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“
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Ｊ
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叩
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田
韻
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肝
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田
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灘
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弾
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叩
了
．
灘
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田
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識

詫
唖
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韻
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八
月
四
日
八
晴
）
唾
時
蛋
発
・
東
演
に
大
き
く
農
島
掻
が
立
ち

ば
だ
か
っ
て
吟
る
為
が
画
ノ
環
が
遅
』
ぃ
・
小
屋
か
ら
塩
見
寅
ま
き

ぱ
、
童
、
赤
、
黄
、
索
等
の
色
と
ヅ
ご
ヅ
リ
高
ム
鐘
物
が
咲
き
乱

れ
Ｚ
ぃ
之
快
適
な
漫
歩
コ
ー
ス
だ
ぅ
た
。
塩
尾
蓋
域
、
遠
く
か
ら

見
る
と
丸
み
を
諺
１
が
で
何
々
ら
や
ざ
し
そ
ク
度
感
じ
送
受
す
る
が
、

述
ゲ
ン
、
に
つ
れ
て
参
だ
う
す
の
ダ
メ
式
ソ
と
し
た
芝
参
篭
賃
し
ら

本
性
炎
』
現
わ
し
て
ざ
た
。
褒
見
蚤
頂
エ
ぞ
ば
、
三
六
。
度
り
す
域
便

、
う
し
い
展
望
域
符
つ
ど
い
だ
．
』
Ｊ
堪
息
韻
か
ら
三
縦
へ
り
道
ば
へ
鯵
へ

ク
グ
グ
て
く
る
暑
蒸
）
の
為
か
、
そ
れ
ほ
ど
り
ま
鋳
域
愛
か
ク
た
侮

る
か
が
わ
・
っ
ず
長
く
雷
‐
し
ゆ
っ
た
・
小
星
着
や
鍾
鎌
６
三
伏
小
星

き
ば
バ
ー
ナ
ー
が
顔
修
叶
‐
し
そ
し
式
い
、
ど
ク
蓑
る
《
〉
と
か
と
足
っ

た
が
、
瑠
冨
政
下
山
だ
、
豊
野
ク
パ
ｉ
‐
テ
ー
か
ら
畷
製
嬢
料
の
大
塞

譲
っ
グ
ご
力
ら
い
駒
が
る
、

八
月
丘
臼
（
薄
雲
）
令
室
は
今
瓜
好
字
ぐ
議
長
・

呉
埼
多
附
、
ブ
イ
‐
侭
，
庁
手
に
坐
発
、
島
摺
子
山
摸
か
ら

直
淵
卿
の
地
平
ｌ
線
が
羅
髭
簿
重
、
一
猛
見
、
Ｊ
覇
、
鐘
辱
烏
等
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I

、b

パ
ー
ァ
ル
ガ
ラ
ー
参
シ
ル
エ
ジ
黍
と
裳
ク
芝
ぞ
姿
参
の
参
羅
建
し
釜

を
隠
し
て
い
た
。
こ
こ
か
参
小
毒
奮
一
覧
乏
肇
之
嘉
ム
露
糞
》
鐘
ま
で

の
コ
ー
ス
ば
、
是
鰯
ァ
掲
鍋
謬
了
今
逢
鎮
晶
つ
と
蜜
と
詮
乏
、
お
ち
つ
》
い

た
感
じ
の
コ
ー
ス
簿
っ
曇
。
ず
ぞ
毒
、
久
看
影
麹
、
叡
屋
典
蓉
迩

の
樹
林
苧
ぞ
惹
亨
妙
獄
禽
謬
麦
参
わ
夢
つ
い
乏
永
迄
診
鍾
が
曇
霧

の
陽
の
光
が
芝
し
込
み
一
事
多
隷
参
蒙
鍵
鎮
盈
と
夢
ど
妻
参
篭
々

が
咲
芝
乳
誕
、
芝
参
典
蓬
乳
婁
惑
雲
藷
嘉
鍍
藷
夢
藍
遜
蕊
乏
琴
く

と
い
ク
灘
癖
愛
謙
塵
鴬
γ
迄
麹
藷
篭
簿
霞
ふ
ん
鯵
婁
蓬
参
毒
診
だ
ふ
芝
い
ゑ

し
が
し
携
淘
幽
約
謬
壷
霧
躍
鱗
参
簿
馳
趨
沸
鰯
糞
奄
参
蔵
蚤
鶏
麺
雪
蓋
雪
鎮
秀
巻
乎
鰯

に
雲
ふ
く
、
霊
多
蚤
ジ
乏
謹
鋒
薯
、
叉
数
多
菱
っ
之
域
蕊
夢
多
く

ソ
が
え
し
、
誓
う
遂
謬
選
季
詮
塞
趨
拳
易
蕊
之
参
義
蕊
蕗
立
夕
髭
。

眼
識
に
墓
毒
遥
蓋
叙
久
重
鎮
・
今
蕊
蓬
登
ク
ご
墓
参
多
之
簿
な
鍵

砂
蒙
沙
斜
鍾
乏
嘉
蕊
歩
菱
へ
と
季
ク
窪
。
傘
菱
着
ず
三
鋳
湧
ｃ
分

蒐
珂
小
塁
緋
多
義
参
童
ま
き
蕊
鍾
ん
響
一
蕊
を
小
屋
参
雪
譲
匙
ろ

ば
空
身
参
参
多
護
歩
墨
が
参
二
篭
寓
手
凌
蛾
レ
ジ
一
蒔
溺
詮
菱
痩
を

き
る
と
ぜ
ず
献
、
諾
ほ
ど
の
墓
趨
云
の
登
霧
ぞ
ば
て
こ
む
垂
心
小

騒

｡

毎

’
１
１
１
１

I

垂

一

ぎ

●
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八
周
六
日
〈
跨
明
Ｊ
今
冨
若
三
時
、
ラ
ノ
イ
ト
序
手
に
成
発
、
零
日

振
っ
た
諺
乏
稜
線
ま
き
多
ど
る
・
ふ
グ
松
迩
羅
ぱ
、
ｆ
‐
方
随
唾
永

彦
蚤
へ
緯
ツ
フ
パ
ー
テ
ー
ゥ
灯
が
患
“
と
勤
め
い
て
い
る
の
が
騒
尤

曇
・
稜
線
迄
公
彪
と
た
ん
咲
き
と
ば
さ
れ
る
の
ろ
ば
萱
い
が
と
息

、
ク
ほ
ど
の
伊
葬
倒
が
ら
り
鍍
風
、
し
か
し
左
後
方
に
は
宇
史
ア
ル

ァ
入
が
手
の
湧
く
ぼ
ど
の
近
ダ
』
、
を
後
方
に
は
そ
り
雇
の
ｒ
ど
お
〃
／

鞠
白
の
隆
い
い
赤
く
輝
く
赤
み
豪
、
歩
調
万
に
ば
塩
見
塗
が
そ
の

ユ
ニ
Ｉ
グ
／
象
姿
を
夫
き
く
尾
笠
、
ぎ
う
庭
そ
の
匂
う
に
ば
ぢ
峰
チ
ー

ム
ぞ
、
遮
協
胤
必
Ａ
の
オ
ベ
リ
ノ
ス
ク
巻
テ
ヨ
ゴ
〉
ノ
と
か
才
？
が
に
見
え
る

胤
鼠
山
鬼
、
彦
諭
方
に
は
雲
海
・
エ
に
霊
隼
喜
土
〆
老
鋪
等
〃
、
の

す
ば
ら
し
い
久
展
雲
。
悪
天
垂
〈
蒐
刈
東
蚤
Ｊ
は
彦
侮
ら
げ
の
静

か
な
霧
諏
・
風
姿
）
避
グ
潅
陰
で
大
味
聾
．
（
）
こ
さ
感
竿
亙
ば
千
枚

小
屋
藩
ソ
ぞ
、
べ
）
れ
か
ら
赤
五
、
髪
、
殆
ど
縦
走
す
る
と
い
ぅ
静

風
な
ま
グ
の
諺
７
紙
行
の
男
性
と
し
ば
し
淡
嬉
今
次
会
に
ぱ
後
壱
三

次
迄
蔦
で
、
後
と
同
じ
ブ
ー
ス
を
歩
い
ど
み
た
い
，
悪
天
紫
か
ら

履
で
瀞
《
て

趣

墓

い

た
。
庭
、
ず
さ
式
じ

＝

墨

い

ぽ
ど
の
雷
雨

ー

息 。
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八
寓
郷
と
臼
八
晴
Ｊ
今
日
ぱ
い
ト
ュ
い
よ
》
八
‐
山
、
し
が
し
小
農
と
品
シ

標
高
菱
六
ｏ
ｃ
余
メ
ー
ト
ル
の
弦
舛
庫
を
趣
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

互
埼
幾
発
、
し
か
し
さ
ほ
ど
の
こ
と
も
な
く
議
珂
峠
へ
着
く
。
ふ

り
が
あ
れ
ば
千
杖
云
、
塩
見
貴
、
赤
庖
掻
斌
立
つ
か
し
ぐ
又
粛
万

峰
ば
雲
謝
り
工
に
湯
士
が
す
ば
ら
し
い
。
峠
が
ら
ば
沢
滞
い
の
．

－
人
、
虚
代
発
電
疎
が
ら
ば
満
し
く
で
さ
た
左
手
の
林
道
へ
入
っ

た
霧
、
こ
れ
ば
失
談
・
絢
一
癖
濁
極
歩
い
た
と
こ
ろ
を
壷
‐
だ
ひ
ろ

わ
れ
発
電
所
‐
へ
逆
も
ど
〃
ノ
、
発
電
流
が
ら
ぱ
立
教
大
ワ
ン
ゲ
ル
・
八

Ｉ
矛
ノ
ー
の
急
痴
人
を
運
ぶ
と
い
ぅ
東
電
ク
ジ
ー
ヂ
に
便
象
‐
し
乏
荷

倉
へ
垂
新
倉
か
ら
ば
バ
ス
八
』
身
延
へ
炎
‐
束
涛
道
綾
由
で
爆
宅
し

乏
ン
旅
Ｉ
天
の
震
ま
で
ぱ
、
詞
後
左
を
天
す
ぱ
ら
し
い
久
捜
雲
浴

っ
鯵
が
、
ィ
Ｊ
Ｊ
度
づ
ノ
イ
ル
Ａ
が
切
郷
Ｚ
し
ま
い
実
に
残
念
。
２
ソ
ポ

ー
ズ
リ
愛
が
ら
撒
息
な
全
く
長
髪
な
ど
得
る
こ
と
の
さ
き
〃
《
い
樹

杯
帯
の
士
１
〃
琴
が
ク
ン
、
が
７
／
ン
と
二
軒
小
屋
へ
と
痕
，
っ
紀
。
小
屋

哩
琴
源
渥
ｉ
お
‐
‐
一
一
握
唾
伽
翻
。
員

密

｡

①■

舎！ﾛ

霧

一

ぎ

●

ﾉダ
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ルー/〈
畑
叩
１
期
〃
Ｙ
１
０
ｒ
ｄ
ｌ
リ
－

1:i::.
が
評

ま げ位○たどる

ｷ垂之近どぷツ日

ユタ〈ンんチに

え
｡

（
鰯
和
四
十
三
毎
イ
人
弓
一
言
回
～
と
臼
翻
子
渡
）

｡

ツ息茨ケイ四反

キ、Z・の夕○ぷ黒四

1をよ小チリ山縦oハ

ツしっ動’五行尾分浮
とてで物オoの板、二

､｡

ｰ『､
口

司

鯵牡
ー

㈲
甲
Ｉ
斐
駒
く
ｊ
仙
丈
缶

琴

十
二
召
（
暴
融
後
晴
）
竹
字
駒
洋
紅
諾
、
五
蒋

急
券
外
の
〃
ノ
船
路
端
ア
ル
プ
ス
冬
も
、
鐙
だ
た
る

り
急
登
参
、
瀦
剥
画
参
四
．
Ｋ
通
い
燐
側
と
今
泊

え
丈
も
の
が
ご
ば
ど
蕃
蓉
挺
診
堂
参
ず
、
ワ
ン

ク
さ
登
れ
た
。
五
令
召
の
小
屋
上
野
感
近
谷
、

ゴ
ジ
ぎ
ぢ
と
息
ク
捗
砕
長
二
す
ゑ
ピ
ン
チ
／
参
淳
一

と
遊
ぶ
画
修
瓜
が
妹
ん
き
い
ろ
と
一
メ
ー
ト
ル

き
て
ば
又
子
宝
ロ
、
チ
ョ
ロ
と
、
本
多
穴
へ
逃

今
夏
域
謝
の
天
が
う
芝
９
顔
達
寵
し
、
溝
乏

嘱
い
あ
‐
謬
賓
る
・
こ
ク
様
愛
動
浮
き
約
三
。

二

岸
壁

－

●

亀

/参
垂
■
■

『
■
一
一
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Ａ
憲
二
章
三
雲
《
毒
鋳
菱
髪
型
痩
埼
讃
翁
蒙
謹
菱
壷
鍾
雲
鎮
妻
一

・
分
善
蕊
誤
乏
綴
参
参
毒
彩
参
ず
ゑ
裟
蕊
雲
蓮
参
窪
参
拳
墓
鱗
参

葱
典
菱
・
薫
蕊
霧
釜
ん
蒙
麹
簿
賓
霧
琴
鐘
亨
廃
鏡
ま
っ
た
謬
翁
鍔
ぞ
《

手
ン
ダ
奪
夕
誉
謬
童
演
づ
ご
雪
急
裂
翼
鎮
蕊
率
雲
．
八
含
蕊
ぞ
響
象

謎
を
変
之
暑
鍾
蕊
尭
講
肥
毒
敷
書
芝
霧
嬉
鎌
蕊
象
、
奪
蕊
蕊
糞
鐙

分
ば
く
グ
夢
免
匙
乏
譲
髭
奪
《
享
溌
久
塞
蒙
蕊
と
づ
え
夢
《
執
童
く

童
ク
麦
。
妻
会
雲
争
参
蓮
飛
シ
プ
零
ダ
ダ
妻
童
義
っ
蓮
一
暑
参
島

哀
登
賓
と
蓑
ク
挺
蘇
、
童
謬
蕊
誕
謹
蕊
糞
蕊
参
嘉
義
達
蕊
建
毒
遥

遥
塔
、
諺
鎗
、
宝
慧
蕊
謝
蒙
お
轟
義
乏
雫
尭
電
迄
今
》
霊
参
熱
塁
誕
蕊

予
え
ょ
雪
二
憲
久
会
享
涙
く
ず
多
鋳
ず
豊
雲
雲
婁
、
拳
菱
毒
痩
篭
寒
義

い
て
い
糞
零
鎮
憲
琴
喜
笠
参
参
司
令
雲
霧
藷
零
挺
、
嘉
籍
子
珍
蕊

災
で
お
会
零
基
麦
急
蕊
謹
蜜
遂
妻
蕊
褒
暑
↓
毒
参
藷
三
鎮
琴
謬
書

嘉
麹
嘉
雲
蕊
ま
で
義
雲
ク
蕊
鱗
蕊
う
塾
迄
嘉
裳
三
人
パ
§
ず
…
零

一
人
シ
）
参
・
蕊
箸
童
糞
電
熱
墓
譲
曾
蒙
、
霧
遥
《
髪
雲
鍾
墓
毒
へ
塞

乎
潅
貫
・
芝
診
葵
豊
義
久
菱
夷
蓋
毒
黍
幽
金
逢
と
雷
管
》
量
◇

露

｡

１
１
１
‐
１
１

昼

二一

~
，■ｰ

＠

瀞
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合

；
ｒ
・
‐
．
‐
‐
．
Ｊ

矛
鋼
“
●
‐
‐
》
・
Ｉ
１
１
，
１
，
１
‐
肺

詔
罷
‐
利
．
岬
‐

Ｉ
．
■
。

・
毎

グをえのカヒ’ブヒ諺′、主鬼豊花白
、々豊後花ブ、1入と乏妬ク脈、分、詞壁
らク、々トシ、鐸の蛮瓶を地攻溢が
ばてヵが、テ駒いずぱ寺Iま崖多の界
余立メ咲工着孝Z旗丁々C‘を台ク
ソクラさソ、十峰いに度のめ間寿いた
に之ル鮎二二一、たばマ三、ノの〃ぱ
諺仏子れ1時双‘唇ダ大字缶ム鎌か
狭丈の寺クニ子駒ノカ○史‘がりり
多須窒イ、c山山小リ度ア虚ソ教の
ぎ頂身しヴ分‘填屋の全ル尾きき謝
叱上谷ルグ．比かと刃くう°蚤息づ日
・胤仏おキ側じ沢ちおの遮入＄進めを
八;､丈絶ギュ峠ばぽ探る、売るら受
腹そ蚤畑クツを歩し葱も木)l仏れげ
ばり注。、テ経さい霊の言三丈たて
あす受ヒシ，之に卜迄の御山蚤駒淡
いを、ルナま馬＜夕し孜蚤、ば山慰
に野ガヅノわりし､ンいい、ホ心項色
くの｜テそり瀬砂星す大北没ろさに

②豊ルかンに上磯根ろ展ア翁ルI式簿
がかり一（ば易の〆ど望ル等、、い
スなが体ィ、シ歩そど・グの鳳眼ご
多産レヶ等トテヅラを宇久南風調い
為が､端し々 ソヘバキ見か、アムに/三・

／ざ

＝

二

巴

一

‐

曇

Ｊ
‐
‐
出
刻
岨
咽』
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そ派ICる風,尋
に河フとがりノ、

導原うそ伊綴痔
びかヅれ〃の二
からと哨側核す

/へ雑ぱく稜か線画

膜
雲
ば
看
蕊
，
山
頂
直
下
の
カ
ー
ル
の
宕
陰
に
ば
茨
青
色
多
色
や

ギ
ヲ
ク
が
、
ひ
ク
ノ
氏
伽
ノ
と
離
八
い
て
い
た
。

ﾝ三二軽~－
琴

毎

厩
（
曇
蔚
〃
、
溝
〕
今
日
ば
下
山
、
四
時
半
虫
篭
・

で
ば
が
久
が
低
く
た
れ
こ
め
、
小
雨
ま
げ
１
ノ
ウ
強

皇
次
芝
つ
げ
之
く
る
．
し
か
し
樹
立
鯵
Ｉ
の
由
‐
へ
入

く
な
ソ
、
し
っ
と
り
と
し
た
母
淡
隷
道
邑
、
足
菱

ろ
フ
グ
必
し
た
土
多
感
砿
を
楽
し
み
丘
が
ら
下
る
．

斗
拶
仙
潔
小
と
し
た
ウ
ノ
ダ
峰
川
１
奇
刈
励
系
ゲ
さ
似
汐
翁
剛
の
催
祁
ぺ
ン

な
が
ら
二
路
》
戸
台
へ
．
戸
台
着
才
Ｉ
廊
三
ｏ
分
‐

昭
和
四
ナ
三
等
八
風
〃
一
幸
‐
一
百
回
く
ノ
チ
ィ
ー
四
日
垂
手
独
Ｕ

言

一

一

ご

”

ｂ
ｑ
ｑ

/ヲ
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種
口
駁
に
は
又
希
Ｉ
ゲ
シ
ー
パ
ン
に
縛
痩
が
誘
れ
た
季
が
あ
る
。

芝
の
見
在
継
乏
駅
か
ら
パ
ス
で
蔭
ヶ
鵬
可
拭
毒
路
好
く
・
途
ャ
礎
め

る
妙
高
山
の
／
赤
く
が
し
た
褐
涼
が
瀞
象
簿
を
す
る
皇
鱗
幾
掴
移
る
蕊

渠
の
鎮
毒
に
着
さ
ま
し
た
．
談

ス
グ
ヅ

…

悪

チ
ム
行

h〃

口

火
打
山

＝；

錫
・
域
患
客
と
し
て
今
ノ
タ
バ
ス
で

鋒
賓
之
入
賓
献
韻
穿
４
、
誕
慧

参
と
溌
剛
駕
帆
挺
な
っ
た
。
灘
遥
翻
が

ら
す
ぐ
彪
樹
藤
多
鶏
露
入
る
・

篭
菊
し
尭
変
等
生
達
志
遣
い
披

き
、
参
璽
延
か
え
る
よ
↓
夕
孜
諺
イ
穆

差
糸
謬
孝
縫
一
人
塁
勢
嬉
な
っ

乞
。

青＝

錫
奪
孝
二
一
蜜
迄
奪
琴
暑
填
、

鎮
蕊
戸
蕊
誓
琵
ヂ
ル
ァ
ス
霧

《菱
辺
濁
代壷

⑳

m

Ⅱ1.1...J･
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篠
〃
、
”
せ
り
ノ
農
し
プ
、
く
る
・
急
登
蘇
終
る
と
左
手
に
難
ム
ー
火
打

山
が
ま
だ
残
雪
乏
欺
し
Ｚ
ど
う
／
ミ
ジ
ド
の
鶴
嬬
挺
そ
び
え
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
く
る
と
今
更
少
謂
ジ
タ
局
分
泌
ヒ
ュ
ッ
テ
の
屋
根
が
少

し
尾
Ｚ
た
り
で
ヒ
ュ
ッ
テ
ま
で
一
投
足
と
戒
縦
の
芝
ぱ
で
体
篭
毒
ノ

｜クさる汀けヵ雛鳥ろ

瀦脇¥{漂雀態一
種難のの霧島牝こ飼炉ヅ

の乏詞庭力いてにう菱テ
庭ぅきゐ、’幾M、ば●篭ば

急と走らゎ、そる残夫よえ
外しク残､、う‐雪≦くき
に之で雪薮と､､あ教も孜
芝、いきくすクソ遇か班

ク仏ク麹鳥曇が、窪え擢
職童えジも、。入瀧診之り

登禿．、顔イブ潅〃くそ
ソ善雄ハビワィル差私ぱ
お企乏蚕童寿痕ダ乏泥漣

・之三マ↓）"で、波。あ

頂く綱ソ．ミ見遂ザ昼）
上れ釜を残一往々、震、
にたゐ､蕊尭苓ご今天を入

看。』ん．又諺濁狗貧る
ぃ模えぐゐ､今幽のまと
乏上乏汚ダク値庭也'|、

埼虞、＜ソ尾〃に〈屋
ば下私とク必がお、の
がI式を震，一茨り火あ、

童

ｰ

1．

丘

ひ
も

童

．

z

里■｡

態
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感
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渥乙参

参月二
○寺

汎
ば

天
鈎
の
庭
策
焦
ノ
霧
ホ
テ
ル
、
五
騎
少
し
狗
剛
か
穆
州
の

多
紀
嵐
汐
胞
ぬ
る
Ｉ
こ
の
よ
ク
な
こ
と

と
で
あ
ろ
う
が
．
他
に
河
一
ク
物
音
の
‐
し
底
い
静

と
ば
是
乙
ぬ
滝
乙
込
〃
よ
ク
ご
咋
圃
の
〃
‐
和
旧
隠

又
一
画
お
天
気
ご
珍
多
ま
す
よ
う
に
と
眺
起
き
る
。

い
ず
覆
心
少
銅
閥
ご
減
な
い
が
。

｜
Ⅱ

糸
テ
ル
と
芝
琴
う
よ
灘
ノ
は

態
緬
ノ
修
吻
ホ
テ
〃
、
五
泌
刑
少

え会明え庭入
い』≦這るとび、

／笈、一
一

｡ばば。島か

是妙焼谷力、
非,爵山塞ソ
能へ炉上維

山行すユーめ
りくぐツで

幡
粟
‐
足
立
久
子

零
ー

い
諺
が
、
天
狗
参

テ
が
絵
の
榛
挺
感

浸
り
流
に
あ
る
。

が
、
二
〉
の
次
参
磯

方
に
老
狩
、
ク
で
〃

＝

職

レム

歳,I、
農
の
獄
、

小
俊
岬
の

zZ

一

I
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と差紫と入の武フ綴と集云見た朝
熊足し気にソ問′|､茨ごクに炉ク道も使
潅ばて承なめを屋詮さ直ず殆・。’のき

と軽さ攻るん登診炎たしるど色載かと
ァ《た＃‘ごクす得の等・通迄がとつ
ォか‘のぐエてぐ夢か錫ぞじ説ぅ島て
るにやきつ事〃滴る,I噌泌な謁司震い

I弼掌ぐf≦廃警鵬”;婁畠
Fへ誉ると桂と誉に人いて親之室秘に
マと段。薫ガナソレ達’ば〃くびる参
ツ勇のそぇな分に&に十Wご紙《・南
の心cりたく余な。ば蕊諦iする今小瀞
濁．掛項ざどソクダ填め参の冨屋ば
をヴルクろ、之メどご漁おばり鎖
縫りばどんごル’将クれグ欲ダおく

毎
』
↑

塗

－
０
』

魂飼い¥s¥sZ-

わばるのにj易
れ』Li貢ロ香気
が〃諺ソトの

(，や’､難、メ‘な

さら、〈なお&る

〃少謙鎮に淑幻ぱ
ルレ屋歎ビL，、か
りﾉl，きし東ぁムグ
だ』j二ｺ之メむつ頂、

が〃｜お年ごりど

っ
て
の
か
ノ
ザ
合
い
農
弘
剛
ノ
妃

みず

←

｡、崖道ヲ立
二簿破きクろ
う臼1＜歩夕幕
などにく’る

る尤蒐二が岩
兇にえ
全･産の

、クガ

黄とを

●
フ
し

〈

へ

も〆

Z3

一
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パ,ぐ残ぃ岩め歩釣飼う"て迄憐ば
入ら迄ろ手Iまア会がクなれじ礎に,言
にソ、の山ずオって、、いた圭命咲山
出フ臭ばがI式､Eたき妬。青っに11榎

~

参開発隻蕊なて鞠
とのちを。ついが

が残丞吠,雲、たるあ

、雪ソレ狂‘・ち
こが建てヅ楽季二
二卿いィ司る友きち
否が,蓬と池登駆に
払氷いもにジグ、
達山でゑばで生ご
はき一乙水ノ、レク

鞠恐時な諺鶴見さ
めゎ飼い焦乎比迄
Zビ経＃の頂くの

缶

リ
ト
Ｆ
つ
く
ヅ
の
間
ず
こ
紋
す
て
源
人
よ
淋
凌
望
釜
か
ら
の
藤

ら
‘
し
い
・
八
頓
‐
田
ば
鍋
喪
め
な
ゲ
ク
ヅ
た
が
雄
夫
に
雛
砕
，
尤
曇

蛎
駁
〃
、
菱
ｋ
の
丘
形
ｑ
な
だ
§
ク
か
参
斜
衝
が
広
久
に
応
叩
び
て

異
塔
彪
が
‐
伏
靖
で
あ
脚
穐
は
さ
ぞ
か
し
と
尾
わ
叙
少
葱

夏
の
こ
と
と
Ｚ
は
方
が
な
い
が
ｐ
所
定
に
雪
茨
遂
尾
な

ト
ム
摸
へ
と
同
ク
。
途
中
一
咋
昼
韻
通
し
た
ば
か
り
の

会
い
衆
臼
ロ
萄
迩
‐
よ
叩
ノ
乗
ク
ご
‐
し
ま
う
こ
と
廃
し
之
．

。

宝

宮『

リーロ

二曇休の乗上之顔
擢よ息がfがへばの
りクリ孝生ばゑ雫

屯
早

患

パお後く茂訳調を
｜・ノ、泊ソ葱をフ

テ沼幡I工、〈知Iブ
イを泌分霞着るて
りc減へり、諺いク可

Z冬

』.:I
』･'..､宝..『 『．.J■
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乗
客
ば
寂
々
の
み
。
松
尾
儀
山
を
鞍
、
今
夜
の
諺
ゾ
紘
刈
救
蒙
迄

ば
バ
ス
の
連
続
ろ
ぁ
ク
た
・

初
め
て
見
る
鉱
山
っ
珂
、
箪
舟
く
絶
夢
、
人
家
ば
あ
る
が
宇
汽
坐

潅
寺
７
る
人
之
の
動
き
域
全
く
感
諺
ら
れ
重
い
・
公
鞍
皇
平
場
童
の
ぞ

い
て
〃
た
が
、
夫
よ
芝
芯
気
鴬
と
い
、
フ
言
葉
ば
微
毛
重
い
・
そ
こ

に
於
て
我
之
ば
全
く
よ
芝
盾
少
感
。
こ
こ
の
人
達
ば
今
私
達
が
下

り
て
き
た
ば
か
り
の
人
鶴
子
ぞ
証
が
く
入
で
一
読
詞
と
薙
溌
て
い

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
参
だ
ろ
う
が
。
そ
心
之
擢
圏
置
夕
義
挺
芯

礁
珠
た
る
宕
手
山
が
召
に
入
っ
ご
い
る
の
だ
ろ
う
が
．
綾
彪
ニ
ワ
骸

ぬ
ば
閉
鎖
さ
れ
た
と
聞
く
・
我
迄
が
訪
誕
之
埼
漣
ば
範
脆
壱
ク
芝

の
一
賑
γ
茅
１
端
刑

〈
降
っ
た
ウ
式
礎
グ
ク
、
フ
。

．、

獄ソ
イ

曇、

G

椎
押
港
を
出
港
し
た
鐙
は
ノ
グ
ッ
プ
録
を
迂
園
造

日
本
海
に
虫
曇
・
町
鍾
の
す
ぐ
上
に
域
暗
い
患
角
〆
お

お
い
被
至
っ
て
い
た
．
清
揚
叩
登
れ
た
緒
内
腸
入
る
ｚ
、

。
、
ン
零
ノ

蚕

ジー

／

銭
本
国
え

＝

厚
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昼〃だｨ可が’工のそ甥遥
質屋し釜星島に論の延し、
‘やル､力、号に減享や言を顔
と食島泣のむち縦系過し
ク堂なん入診いば肥ろた

た’んをクエ河クば列様
・ウだ､､必陸会茎靖車降
ろとる擬ヅゲツ鯉，認

之,3，に参差

見え、位い
えた〆の人

なぴ外湯逢

い甲に所〃ぜ

冠

ヅ
~

､

ン

噂
ノ
に
謬
必
る
ん
谷
オ
ノ
か
ら
そ
ば
の
人
庭
言
わ
〃
之
か
・
ク

雪

い
っ
ぱ
い
な
の
で
、
縫
う
よ
う
に
実
へ
進
む
と
、
産

域
ン
め
っ
た
・
竿
画
ば
ぱ
と
ん
ど
髪
て
い
な
か
つ
え
く
り

晩
く
な
い
む
も
う
二
手
‐
分
で
善
く
と
い
シ
嫌
濁
庭
、

放
妬
出
た
。
リ
ノ
、
ソ
ソ
藍
は
才
媛
以
上
雲
献
授
っ
ブ
Ｌ
い

○
§

そ
う
‐
‐
，
＃
人
７
虜
ば
ど
ク
し
よ
、
フ
か
な
ｊ
の
勝
飼
哩

汐
１
か
ら
域
、
よ
’
４
く
鼠
旭
必
庭
ん
さ
才
例
７
よ
〃
，
、
凸

多
可
能
綾
と
篤
痔
と
獄
感
彦
ら
託
た
●
家
定

見
あ
る
と
ズ
シ
預
乏
繍
蝿
ノ
蓋
で
、
撰
橋
夢
す
ぐ

、
縁
の
小
易
い
立
廷
あ
鯉
ノ
雲
胸
搬
い
だ
。
鍾
穴
画

参
嫌
な
気
分
壱
、
島
挺
上
る
と
滅
嬉
ゥ
入
定

を
符
ク
プ
』
鎌
構
Ｚ
之
い
る
‘
し
、
綴
遂
バ
ス
参

参
で
、
峯
輔
蕊
シ
ー
ズ
ン
認
承
参
、
あ
わ
記

遥
返
イ
ダ
。
蕊
臭
い
茨
道
逢
少
シ
行
く
と
土
産

・
そ
参
炉
‐
今
小
さ
裏
参
鳶
巽
路
入
多
、
室
基
ヴ
タ

＝

一
一

－

~

望

、

'

鰯

『ダ！『!ノ…lT1:%f,:,,』141
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お 象舶Z林ぞ友行ンて

るど総る々’零ク〈ぬ小入
クの念､毒海が紗尭とときム

鎮
茨
を
出
て
か
ら
彦
彦
・
大
愚
ｖ
と
駅
ご
遇
ご
・
し
て
孝
尭
俸
窪
ば
、

ク
合
言
に
ぁ
多
避
難
小
屋
ま
き
逗
長
ぃ
道
の
ソ
診
ク
蓬
。
〃
分
歩

い
て
畑
分
妹
〃
、
‐
し
と
ン
き
が
諺
淵
ｊ
水
を
微
ん
で
か
ら
ま
た
蚤
ク

許
珂
証
を
書
き
、
夕
寿
と
尋
霊
夢
譲
り
食
鐘
多
）
責
繰
入
れ

な
ず
ジ
ク
彪
誌
診
ず
蜜
・
港
か
多
の
遣
乏
少
も
灸
づ
之
、
派

言
ク
変
っ
た
急
義
少
寄
生
叉
Ａ
で
あ
る
ぜ
…
ク
〆
を
繕
穆
之

、
山
道
と
丘
‘
、
言
綾
髭
感
這
い
藷
が
し
だ
渉
庭
久
灘
』
く

・
雲
奪
稔
々
艇
雷
と
ぎ
れ
Ｚ
・
到
之
ム
漠
ま
で
尾
鬼
免
。

ら
上
っ
た
、
な
だ
多
か
女
ム
績
感
ム
ゥ
彰
穫
ま
で
鏡
く
ぷ
、

皇
鏡
ぃ
摸
へ
と
、
い
っ
き
に
癖
工
委
・
山
麓
参
美
値
し
い
森

岸
迩
く
多
享
泉
ば
、
た
だ
、
ぞ
ワ
美
し
い
ム
鎮
葬
塞
認
立

躯
‐
し
か
裳
妙
っ
た
。
寂
蝋
冬
瀬
ぞ
残
雪
の
二
〉
琴
ム
ば
‐
菱
剣

ら
少
槍
、
遼
尾
尾
紋
か
ら
う
鹿
島
槍
、
享
剃
，
尾
絞
り
雄
垂

雌
稼
だ
、
冨
本
で
易
仙
参
ア
ル
ペ
、
ノ
簿
Ｊ
で
妙
案
し
野
ム
に
友
参
参

。 亀．

ﾚーニ

．

醤

一
一

ノ

.｡

｡

、

〃

■
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一
寵
叩
劇

にたし山錫間上|ヨィ寸地

蝿乞農篭:警轟雪養
いも｛にら之来間荻また

る、ど入聞いたか暑圭悪
‘もんついたしらごz,枠
可クなど臆イ、ば力や‘、

ケニにぃニメム、恋ｩ全ド
ノ更れ蓮るのIをオしたア

ばでく今負ジ取シいい｜
いゑへ、放紙ゾ’ぜ。風の
つ期釆笑がそI調マそが無
来か之現、の参りんブい
れおるしい埼星のなク入
る知、たつ路の孫端。､ロ
かれ又運かは光火所ク、

なな極の夢あもきだと床
あいしよとク入想勺、捲き

｜といごなたつわらるえ』
1。は差にソ，之迄友・も

臭思ワ感、1．来る漣昼皇
圭わ潰謝g芽彪町な真の
応なにしぅ濯。のる’半
濯い立たし諭長灯と艦〃
い率い:之、いも綱ずぱ

の
だ
か
ら
Ｊ

午
絢
川
込
厳

た
・
小
屋
の
あ
る
尾
根
の
乎
担
な
所
に
ゑ
る
と
や
っ
と
森
杯
限
界

で
、
芝
二
か
ら
は
美
し
い
円
錐
彩
り
ソ
シ
ソ
が
夕
暮
の
中
に
あ
っ

た
＠

ｚ
渉
州
を
過
ぎ
た
鰯
唄
、
戸
か
ら
謬
弘
ク
ご
鰐
小
彪
傷
爪
鰯
乙
目
が
静
池

雲
尋

Ｒ
●
９

～

＝

一

一

豆

亀

12
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諺蓬慶久よに函I足茶ダリいりめ
っ旅レク脅力、クま繍素元の拠ぐ之後た
たきプ之拓っス香りル産室のにいに。
し椅ンし着たが鉾ク状霞少山参したクュ
、クベまく。ダダ入’参一槙れ風いI
レア卿っ項うへ之が参し角に、奄乙ス
プィクル彩ろの勘､夕蜂たき看惑常、ﾘc
ン又総企感ら這えに献燭ルいつん咋謹

合、
一ケ

‐

､霊域。ば続差つだ乏諺召域
全
く
鋳
か
誇
っ
た
し
、
参
峰
詳
の
碗
め
も

雲
献
霧
王
遂
諺
お
い
悪
埋
め
、
溝
辺
り
の
パ

、
慕
い
雲
が
§
つ
い
矩
経
ま
で
霧
え
山
槙
を

っ
Ｚ
〃
嫌
頃
か
ら
蓋
つ
ど
ざ
陸
と
い
う
人
達

溜
参
読
喜
が
丈
始
ま
っ
た
。
あ
奴
程
強
く
沢

琢
匿
診
仏
り
っ
Ｚ
、
釦
分
，
ざ
分
の
リ
ズ
Ａ
診

た
く
諺
渇
く
之
芳
に
つ
い
諜
協
０
Ｊ
随
な
づ
〃
た
。
ｊ
グ
』

た
溺
猟
に
は
、
〃
人
極
の
人
が
、
陽
の
典
曇
寸

つ
め
之
い
た
。
雲
溺
多
典
か
多
湯
は
典
っ
た
。

左
ば
ど
ん
ど
ん
幽
綴
錘
へ
と
下
＃
て
い
く
。
島
”

続
く
露
稜
ば
雲
り
黍
の
ガ
ニ
ワ
キ
ー
ヘ
と
続
さ
、

ば
日
漆
藷
が
見
免
、
影
の
グ
シ
リ
ば
芝
の
婿

妙
ら
ば
鋤
瀕
姿
か
ら
目
標
に
な
る
よ
う
な
，

諸
可
ヅ
イ
．
シ
〃
ノ
Ｌ
土
Ｖ
島
に
来
た
嫁
と
同
じ
姿

で
土
ｖ
稚
内
へ
備
り
る
蒜
も
、
‐
ノ
ザ
ッ
ァ
坪
の
蕊
‐

■L〃

曽〆

琴

ー

垂．
■、■

“

ヰーー

一
『一

七
一
ユ
セ
声
曲

lf|･････『『ﾛ：」
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長
宍
衛
山
迩
を
後
に
し
之
、
〃
丸
味
へ
伺
う
。
ま
だ
白
の
昇
ら

重
ぃ
藷
、
嘉
土
山
が
静
か
な
姿
を
堤
心
し
た
．
素
参
す
っ
か
り
藷

多
之
し
ま
っ
た
木
々
乞
遍
ジ
ね
ず
ご
沢
を
渡
る
と
雫
献
之
小
星
平

尾
紋
の
登
り
だ
。
ジ
グ
プ
グ
な
釜
ヅ
ば
っ
多
繊
。
気
の
お
す
な
い

γ
子
と
二
人
な
の
か
ぎ
つ
い
尭
壱
ゆ
る
分
が
多
健
愈
４
ノ
、
な
ん
〃

か
ん
お
と
い
っ
て
ば
少
砕
ん
か
し
ま
、
フ
。
や
が
て
〃
衝
土
山
の
白
い
山

肌
が
活
々
し
い
オ
レ
ン
ジ
色
に
乗
っ
て
灘
州
し
い
一
園
が
修
ま
っ
た
．

疹
沙
ら
ず
ク
ク
く
り
ノ
河
《
で
フ
・
甲
獄
盆
魁
参
舷
側
乏
薩
歯
賭
ア
ル
ヂ
２
入

、
、

の
白
い
鵬
呼
〃
ミ
八
ヶ
霊
が
次
だ
と
競
臼
に
吸
鬼
Ｚ
美
し
く
変
ジ
沙

く
・
尾
板
兵
に
顔
ろ
と
へ
小
金
武
山
献
彦
手
廃
黒
々
と
分
乙
る
。

砿
し
い
ａ
を
受
夢
Ｚ
、
能
小
沢
山
の
手
う
な
重
き
衛
亨
砿
、
項
る
く

ひ
ら
げ
た
穆
允
涼
‐
へ
と
た
ど
り
つ
く
。
一
体
″
し
Ｚ
長
殿
岬
、
キ
ノ

頭
透、

多
坐
り
、
芝
准
以
上
の
姿
ば
到
毎
見
ば
之
ば
く
秘
な
か
つ
陸
。
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口
凸
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之
歩
す
ば
朽
ち
か
ザ
庭
木
鶏
道
へ
劣
る
。
峠
か
ら
丘
○
分
ぼ
ど
で

山
道
は
‐
工
皐
の
進
ん
で
い
る
杯
道
に
断
た
れ
之
し
ま
ク
。
飛
び

下
り
て
林
道
へ
歩
泌
ば
遮
墨
な
長
い
道
産
多
一
時
間
老
歩
か
ね
砿

な
ら
な
い
。
飼
野
鉱
泉
を
過
ぎ
ご
葬
湯
の
屋
核
が
見
た
Ｚ
く
る
と

〆
一
人
柴
歩
く
の
が
い
や
、
に
琴
ゾ
少
し
狩
っ
て
バ
ス
に
乗
る
こ
と
に

す
る
。
又
の
機
会
逢
絢
承
し
乙
軍
‐
荷
へ
嫌
る
Ｙ
‐
子
と
初
鹿
野
駅
ろ

別
泌
彪
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言
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之
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行
か
れ
，
之
迄
１
わ

ある

なな

鮭あ

とに

あ
な
た
１
乙
山
産
姫
リ
ノ
ヘ
嘘
刑
斗
汐
つ
と
左
手
わ
と

－1柾
一

○

か
奴
乞
辛
わ
ば

寺
め
ぐ
り
〃
妙
諺
乙
輩
イ
わ
ば

い

る
瞬
幸
わ
ぜ

宮

者
寓
信
子

づ

丘
～

＝

ヨラ



･』蝋
一
争
一
Ｔ』酉
巴

h

湯
月
乙
よ
↑
ハ
ノ
ｃ
の
〃
ｘ

犬
ざ
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大
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、

か
た
く
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新
八
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と
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と
の
出
合
い
は
、
ち
よ
シ
ど
一
Ｊ
琴
義
の
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圃
月
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茜
あ
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捌
ハ
イ
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は
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ｏ
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と
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蕪
、
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Ｉ
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す
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た
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式
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、
〃
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ノ
っ
〃
う
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友
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き
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パ
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し
こ
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ば
こ
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あ
て
く
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萎
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わ
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ゆ
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〃
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一
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ハ
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パ
少
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わ
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ん
会
話
蕊
薙
人
一
人

浴
ど
ん
霞
人
達
が
参

か
独
＃
、
参
皇
Ｊ
ク
謬
窪
ｙ

き
て
そ
ん
な
幾
琴

バ
ー
感
八
彦
で
毎
ク

ｆ
敏
方
と
島
診
譲
る

ん
参
お
易
瞥
釜
ん
ご
参

茨
木
隠
毒
垂
、
東
薫

り
で
あ
る
●
二
溌
感

ィ
多
唇
，
虜
や
ご
、
広

慰
渉
慧
挺
少
で
あ
る

途
字
で
鐙
く
な
感
ノ

全
婁
驚
瑳
可
マ
ナ
入
ル

髭
。
箕
食
拳
一
謙
産

む
い
妄
鋳
塞
蓬
ご
彦

参
、
二
私
緋
参
隷
八

週
←

産

謬
る
舞
冨
事
ご
馨
覆
鮮
琴
を
穆
鮮
畠
乏
ど
ん
な
会
ゞ

雛
婁
曇
琴
が
灘
八
苓
誇
澄
掌
香
感
恩
当
去
っ

事
忽
鷲
容
参
拳
ノ
謬
赤
診
秒
で
謬
参
ク
修
。

鐘
錘
蚤
考
薙
、
う
参
や
、
三
賓
五
迄
集
小
ク
た
メ
ン

諺
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参
ダ
タ
縁
ソ
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兵
鋒
違
憲
篭
狩
迩
、
之
ば
〃

姦
溌
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蓋
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今
凄
参
ム
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参
嫌
で
あ
る
Ａ
ご

毒
銘
喚
曇
寡
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参
雲
ご
募
常
参
参
笠
之
鵡
診
、
芯

、
祷
豪
雄
：
静
舜
と
器
錨
鯵
参
集
っ
て
家
庭

蕊
蕗
と
ク
之
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師
さ
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あ
っ
た
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芝
し
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き
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撚
棚
ろ
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参
ク
感
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列
き
る
．
ク
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之
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少
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縦
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し
た
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の
後
い
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と
入
人
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３
ず
吃
迎
わ
ら
級

挺
集
っ
之
童
曇
羅
介
々
ラ
ム
今
講
や
・
ク
蜜
蒙
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”
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い
ク
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ラ
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々
か
ム
リ
詩
毒
尽
き
丘
船
っ
た
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翌
日

入
毒
Ｉ
を
総
爪
し
む
農
個
、
頂
上
へ
向
、
づ
皇
偶

い
る
者
等
々
出
発
ま
で
の
鎌
闇
乞
を
倉

◇
ク
レ
之
二
の
ム
汀
秀
驚
拳
綴
っ
た
。

私
に
と
ク
乙
こ
う
い
つ
お
種
ハ
ッ
ム

好
、
ク
ま
ヅ
見
ず
知
ら
ず
鋼
シ
人
達
と

り
山
汀
ば
初
め
こ
な
，
お
紙
、
山
紛

う
嫁
ク
乙
も
一
過
闇
、
紗
ｇ
と
‐
ム
仇
ソ

余
韻
剛
砿
全
身
に
残
ヅ
、
私
り
成
人
話

念
山
挿
と
し
Ｚ
系
靖
し
ぃ
悪
ぃ
顔
と

す
る
参
γ
が
む
き
た
の
茜
あ
る
。
又
ｅ

の
ム
荷
が
き
つ
〃
す
と
な
っ
て
新
八

イ
の
金
曜
員
と
な
り
〃
、
当
抄
溝
珍
談
を
〈
瀞
剛
協

入
会
歩
る
結
泉
と
な
ク
虻
の
か
〃
め
る
、

~

毒

雪

翌
日
域
直
由
行
動
と
い
ク
事
で
、

、
ク
姥
偶
、
ゴ
タ
〃
ノ
さ
丸
く
葱
ク
之

を
直
患
い
思
い
に
過
ず
し
庭
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墨：

１
１

尋

写
邑

‐
Ｉ
‐
‐
ｌ
‐
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〃 てた霞でるうj参かとぺぎ
諺溺爵。が’し､三に排害るぅ壱之凌
/I、私が青’リク芽冨‘さが忘象か山
屋〔戸戸がたちリ垂拶‘ん、れるる汀
さ#、:スグヲ．mど長姪ば蘇るとがと
嫁だ’茨､力鋒義洲ま、K,0、ぅ参
篭空塞彦戸シグタヒ、‘筈練鼠鍵k

し”後茨〈糸蔓差淫“ま誠嘉れ琶途龍を鼠参、ル簿ジさまず灸i菱
形宇農蓋参篭，擁ばリム蓮珍蕊を、
巻，っっ鋒ジクズ藤ム打参参あ忌潟
夢う乏乏毒きごへ愛衛り燕。”糸萄
‘､霞さ談承毒愚蓑詮窪篭曇患〔多ル
ごづJ乏蕊乏永ク参難､バ参、二J蕊乏こき
んご’廷’驚乞雲夢鍵嬢乙乙ず多メ
と↓が虞ば弊、挺嬢鍔孝がちツ感乙
曹ま預､修墓嬢参入墨電ルなク裳ル
くい鋳瑛葵参学●職を迩垂んへ鯵乏
ダ鶏墳次迄釜電事､、参産。をクが、

べ摸参琴蒙ヅ蓬量る蕃涛＃ク、歩
シ鎌多是ク庭'蓬．。‘’なこり諾
（とタ鎮之墓参『）て､､経津参
,|､童之をiﾉ玲髭ク1ゞ蔓いころｿ登
髪参・不まとず《りぎと汐th，、
きだクっ謙に噺よまも鯵行調

ﾁデ
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●4少台
与一一名一一一－，今一一

多ピ委す脚ソ之た縄お涙駄
のヲがえロ，、・が震まった

雫ン水で欲通い、参りご鎌

#{漣椴雛
ゎとどら力、が川二急手崎
々､友二しぅ、大にし灯さぐ
られでいぬご分入がも真丘

ぬる笈と・て碑ソあな鰯ソ
°がる息ル函間こるいに’
二、力、蚤えクを丈の‘なヴ

こど．をりたくい‘水ク霊こ
にの調っをつっよ、篭之い
ゑ遡る1ダラ林乙ク踏林した
ク念叫すてる道、繕が道ま宣

く雑亨〈曾灘脇蝋
ど、、之ル水ヤ眼すf運林

ク丈乗．之驚<iが悪道
し錘び次､川{久瀕配広〈を
よび殺陣《へ窓いばく弓チ
シ綴檎鰻靭降争〔夜、ばン
蓋がいクどソあ歩かiな夕
孜あ蒔麓のるめいった＜ヲ

紺

く
、
ば
《
鹿
し
妃
象
ク
プ
』
‐
川
〃
ｚ
雪
渓
ク
た
り

入
倉
べ
着
い
た
ら
豪
終
パ
人
ば
出
た
あ
と
ぞ
、
く
ら
々
、
汁
の
中

の
徒
歩
に
疲
れ
之
し
ま
い
、
夕
〃
ノ
、
ン
Ｉ
を
嫁
っ
虎
。
犬
念
Ｉ
渋
沢

闇
を
タ
タ
シ
ー
に
彩
那
ク
え
の
ば
、
こ
の
皇
閥
ば
ｃ
め
て
を
鋲
り
る
。

琴

寺

■＝

､●

B少

一
一

＄

学

己

亀

１
１



I.．~~竜一~‐一‐~－－~~~~~．
１
１

’

ヲｔ

山
へ
行
く
時
に
ば
、
捧
調
を
釜
え
だ
ぱ
璽
多
な
い
。
私
ば
、
夏

ば
麦
虎
い
ち
の
参
飲
〃
す
ぎ
芝
よ
く
震
を
二
わ
オ
ヲ
・
義
琴
講
の
夏
、

江
山
が
ら
槍
ク
鋲
圭
香
安
縦
走
乏
講
分
あ
む
友
え
幸
ば
大
変
な
奨

叶
様
で
暑
く
こ
ど
う
し
よ
ク
参
な
く
、
禽
乏
参
参
つ
を
少
ぞ
欲
〃

ず
ノ
ぎ
た
ら
し
い
・
弥
躍
ヶ
蕊
へ
着
い
た
碕
庭
感
、
多
挺
鎮
多
調
を

炉
少
〃
、
お
か
‐
し
く
な
っ
て
諺
黛
ノ
、
濁
毎
蓑
其
毎
ノ
ル
漆
／
や
達
誕
た

が
～
ど
う
や
、
ら
こ
う
誉
多
才
一
逼
裏
域
雲
季
誕
逼
鐙
泌
《
孝
弘
と

才
二
一
冨
昼
‐
擢
餐
と
塾
ご
調
子
鍵
ル
く
。
蝋
濁
霊
よ
琴
参
議
霊
彪
。
芝

れ
き
る
我
慢
し
て
ダ
フ
嫁
乏
忽
塾
之
垂
乞
夕
霧
垂
を
が
ん
縦
ク
た

が
、
つ
い
に
二
二
で
ダ
グ
ン
。
三
す
九
度
蕊
く
ま
で
釜
饗
し
、
全

く
荷
物
を
負
え
な
く
な
＃
、
潟
薄
着
鋒
衝
く
婆
逢
が
獄
そ
る
鎗
承
と
夜

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
参
覆
域
＄
ス
ダ
象
趣
き
久
嬢
γ
迄
素
る
こ
と
と

な
っ
た
獄
、
ゑ
色
ク
蒙
今
範
鍾
誓
逮
字
沢
菱
参
嚢
霧
ら
緋
垂
ゑ
後

を
ど
廷
と
ん
ど
記
農
移
残
グ
乏
拶
な
拳
。

こ
ん
荏
始
未
き
く
蕊
亀
凝
乏
謙
画
域
失
鼠
鍾
菱
謬
＄
謬
寒
蕊
Ｊ
蓮

/、

到

着
琶
一

＆

宮

‐

堂

＝

率／

冊1凸
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静
小
な
こ
る
山

履
山
Ｊ
武

左
雫
購
蝿
雛
謹
篭
懸
撚
狸

に
し
）
っ
て
ば
非
秒
巾
彪
残
念
さ
あ
る
。

こ
り
附
近
脇
ぱ
一
・
○
・
米
以
典
に
し
か
禽
録
と
ゑ
ぅ
植
糊
が

多
数
し
げ
り
、
そ
の
／
教
も
多
Ｃ
ｏ
ｏ
種
鯵
及
び
全
国
で
参
非
挙
に

珍
し
い
と
云
わ
れ
‐
て
の
／
孫
浄
伊
野
ば
れ
プ
』
い
る
の
〆
ご
植
物
に
詳

し
い
人
ば
ぜ
が
一
夏
鋳
れ
て
見
る
と
良
い
滝
ろ
、
フ
●

山
頂
迩
上
一
ブ
ヶ
下
二
手
の
／
双
辱
に
わ
か
れ
、
一
等
三
角
点
域
上

一
一
手
の
頂
の
／
莫
宇
に
ご
〃
し
く
立
つ
Ｚ
い
ろ
。
下
二
子
僅
維
木
杯

浸会ぽと

友員一うな

美ぞ重く二
才よ沿りい

さくでZた

めあ蝋いズ

るっ今、をゴﾞ

‘時ヅ逃家
Iまたヅ趣：
こがるよ

ク、:こり

‐

毛

●一

箇
徒
川
’
が
ｊ
Ａ

と
。
と
片
？
ク
ジ
に
。
ｉ

私
の
他
一
一
人
は
銘
在
も
横
茨
史
芽

だ
っ
た
ね
と
言
わ
れ
ろ
。
ム
多
く
種

竜

屯註

へ

下
る
進
乞
通

＝

尋

つ

之

、
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１
暮
草

妃
か
二
圭
妙
乙
展
髪
ぱ
き
か
塗
い
が
と
乏
参
静
紗
な
山
鎮
だ
。

上
差
子
ば
言
の
砲
参
跡
乙
僅
緋
鼻
Ｃ
Ｏ
米
の
農
側
さ
き
あ
る
が
広

い
隼
焦
と
三
シ
へ
○
度
り
す
旗
う
し
い
展
望
香
、
妃
方
Ｊ
に
瞳
傷
嘩
の

鯵
愉
駁
山
、
奏
埼
室
に
，
写
か
ぷ
虜
長
奮
い
喜
玄
、
好
天
の
ム
々
・
、
庖
彦
八
下

に
相
模
滋
降
小
さ
く
等
か
ぶ
誕
多
島
、
毒
万
咳
参
一
煮
半
負
の
山
渡

が
望
主
奴
、
ざ
ら
紀
束
万
挺
藻
案
系
電
に
小
き
く
浮
か
ぶ
舟
、
身

終
半
１
値
卸
銘
山
の
変
っ
た
姿
が
瀦
実
よ
れ
る
。
峠
将

天
気
さ
あ
良
ず
九
‐
ぱ
ガ
ャ
‐
塀
の
詩
か
な
山
猿
を
人
後
里
と
昼
浸

で
人
い
に
楽
し
も
こ
と
叙
で
芝
、
し
蔵
う
ぐ
ば
癒
り
え
つ
り
を
怠

伽
仙
鄭
↑
〆
』
ブ
Ｌ
／
恥
批
娠
ザ
ハ
α
◇

静
炉
友
山
垢
γ
き
り
錯
さ
致
人
、
ま
た
悪
人
と
ム
挺
涛
き
た
い
人
、

ぜ
ひ
一
度
鋳
蕊
之
菟
る
と
良
い
だ
ろ
う
・
参
と
後
に
し
か
わ
か
ら

な
い
山
の
乞
い
ご
炉
わ
が
曇
だ
ろ
、
フ
・

○
側
〃
羅
○
＃
且
Ｕ

軍

画
一
壱

君
■
や
ご
卑
全
勺

I
Ｄ
ｐ

毒

少
、

毛
も

ｑ
９
ｐ
ｂ
色

９
．
春

凸
二

l

町

ー

恥j#’i;“’:‘;j＃
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Ｊ
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叩
・
Ｊ
ｊ

ｌ
型
‐
《
叩
叩
．
ｒ
研

一

鵜クダずば時ｲｷﾘなあ
高一lら、私闇どまワる
琵言9、i柔にと伽亨ルよ

｛／

・ル

ゼ

、

人
乏

○

剛
あ
○
が
れ
の
山

○

のク/tfれ

かにのど

ば｜山Iし

、｜を修

定’･お故

^^持郷
企のらが、

ば－ん ば
、

、 ＠

にだ 了《
・
ロ
》
誘Iナ心度の̂ 1$
わが冨己毛ニマ縄

紗‘し歩三山,肴

毛
、

フ

危後な‘）画へにこ
り先くてレイ奇行年
公の之いかク〈潅

壱季もなな之樹鋼
な壱、いかご会の

ブ考達状ク柔に奉
れた縦繕えしめに

ぱずてさの元ぐな
、出荷しろば柔ｿ

あ
る
よ
・
フ
に
↑
山
を
受
ず
参
着
な
ら
諺

ご
し
よ
、
フ
・
私
多
送
れ
が
、
鯵
グ
缶
さ

山
が
、
い
つ
の
趨
楓
が
ら
仏
の
心
の
山
に

あ
り
ま
と
ん
・
〆
、
こ
ん
な
記
嬬
が
ぁ

○○㈹○

＝

肱
真
木
美
智
子

筆

素ゥ、っあすとれま
病'ブご’･含たす
し彪典芝覚え』，紋
いり’ずの遡るで、》

等
とはる私脇よす

芸、よがあク・
諺煮ば、曇女そ
縦沿とソ野山の
乙な言｜沢行当

仏
は
八
須
懲
り
将

。一
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緋かた痕iブ参と賃琶乏しか義ツ復い
鼠富槍の糖る9yソ、いな鰻ム（，わる
の′ヶ時〃､画ムク卿ぬう’海上狩り、多上

勇そ録を甑数行一をきし産耗もし、局
番こぼしとが>Aっ。登どか立､な総泌
を否、たりふ後のそるンクつ山が力､の

承、鈴。御え》ごムレ楽ト庭奉経ら露暴宴
め幾箪必の乏妻にごし｡きの茜駿､胤菜
グ鐘’が顔行・湾毎豆｡くむ墓の〃たき
つど鐙しぢっ諺ずい、れす雪､女鍾さ見
；ら潅閏、露がるっ索．ル。、●､之りた
iに今泌芝の藍浸の晴｡参iプcっ鎗一’，
ム小ア泌ばり稼彊し,茜鯉ク庭謬心，

蒲墓〃域・姿をxご･しどむ私議か脆
き蓑うﾞ、を竜難き遂書てり漣,参か

重美八次末、籍、。全鯵足胤職多
識庭i妬’診与〃撤雲の’さ…参りむ

ごき翰寿乞免護る築山震ば蕊羅誉
衛しり参、Z蒋愚多蒋と、参と女

苔簿、‘夏弘くまと美｡；茎参ぐば．､、
麦な参、の幾つい迄。､籾ばずの

もが幽値Jムまてうご･私のソ浴ろ

ルクか,雪へシ鼠窯、脇洪(衝っす
。ル多蚤浅尾よ瀞鐸.集合鵜だ。
槍の嘉豊か。クのK-籍'ユ,認‘？

今夕
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再
び
上
高
地
に
来
る
蕊
守
が
虫
来
た
う
孔
し
ど
に
、
足
も
鯵
に
つ

が
ぬ
患
い
か
孝
達
鉾
ジ
立
て
ぱ
へ
ぎ
す
紋
憾
十
月
参
十
日
華
蓮
琴

彪
《
ゾ
ハ
ッ
上
高
焔
陀
次
ぐ
胤
紋
、
一
蝋
割
身
蜂
を
丸
め
ざ
ぜ
る
９
ム
参

歩
く
よ
う
に
な
っ
て
三
坪
。
珠
度
浸
り
上
筒
脳
入
ヅ
除
産
》
う
ふ
シ

に
、
旧
久
に
会
っ
た
よ
う
侭
、
あ
の
ツ
ム
恥
や
清
ら
か
な
瀧
秘
の
拝

刈
紋
、
芝
‐
し
て
』
て
ご
ｃ
こ
の
木
建
一
牢
Ｉ
く
ｌ
縦
伽
懐
が
し
い
の
橡
、

い
言
う
し
あ
わ
げ
ノ
企
し
よ
、
フ
か
。

今
日
は
、
穏
沢
滴
裂
。
こ
の
典
高
地
産
沙
つ
く
ソ
歩
く
率
が
か

き
ま
す
喧
媛
緋
〃
の
河
童
橋
・
二
芽
歳
の
西
穂
高
山
薄
の
際
ば
、

、
プ
迄
恥
レ
ノ
く
て
、
こ
り
脚
桐
参
工
学
乙
鰯
州
嗣
塚
〆
叩
蓋
』
伽
承
し
た
亀
干
か
。
鐙
の
の
瞳
侭

と
少
し
右
変
ら
ぬ
芝
の
鎮
子
乙
私
は
手
を
継
払
、
し
ば
し
萱
碕
の

を
し
と
、
酋
綴
衝
の

の
山
の
勇
姿
肥
、
間
進

紅
四
十
三
芽
十
月
初
旬

を
一
ク
も
勿
茨
郷
う
ゑ
、

友
へ
の
手
紙

ｄ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
０
０
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｏ
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｏ
ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
Ｏ
ｏ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｏ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
９
９
Ｉ
Ｏ

‐

夢

■
巳

山
行
よ
り
駁
乙
之
丁
度
参
差
才
目
、
鎖
越
逢

い
広
く
縁
す
る
機
会
き
得
た
参
さ
ず
．
躯

の
参
千
参
し
た
。
Ｆ
そ
の
山
海
ば
、
紙
の
期
待

讃
褒
哨
し
い
山
狩
側
溢
っ
庭
〃
ろ
ず
〃
．

■ご

ユ
ー

‐

金

１
Ｆ

郷
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I

慰
脇
に
ふ
げ
ク
彪
参
ご
謬

る
浴
あ
ろ
う
穂
鯵
霞
の
毒

し
か
し
，
異
蕊
鯵
と
薩

早
い
が
、
そ
ん
象
灘
庭
長

め
ま
ぎ
ノ
・
趣
鰻
姿
参
急
夫

の
ら
り
く
、
う
黙
薮
と
襲
繁
く
蕊

う
ん
ざ
溌
蜂
裳
鱗
参
壱
、

と
私
達
参
墓
送
塞
多
産
簿

懲
羨
・
い
づ
参
参
を
篭

穐
汲
砿
零
象
簿
を
全
急
総

の
菱
診
域
患
罷
透
迩
鯵
慧

私
蓬
参
参
参
霊
鋒
参
羨
僻

っ
づ
、
参
凝
乏
‐
”
乏
霧
を

《
）

十
蔑
や
一
蜜
、
允
鋳
三
寸
分
。
ご
画
達
総
ｚ
農
尭
し
ブ
」
ざ
吃
、

ク
ム
好
参
乎
呼
俳
伽
と
謎
終
〆
鐙
誘
ご
叢
合
い
、
い
よ
／
く
、
長

ご
－

昼

、、

電

や
▲
尋
０，

慮り参ル隠密達簿患蕊零．
鋳篭〃、裳涛達電蕊上参芝
妻
｡-分

し
て
璃
塞
感
濁
豊
い
な
く
晃
ら
泌

も
、
悪
い
蝋
竜
緋
べ
た
の
む
し
た
。

人
参
鈴
γ
い
蘇
罰
を
し
よ
夕
。
鱗
熟
伽
は

紫
蕊
と
字
迄
建
篤
訳
へ
の
道
を
進

、
ハ
丞
騒
に
§
ル
を
綾
い
た
々
性
が
、

・
ど
幻
ｆ
§
§
違
嬢
唖
ｚ
行
く
の
に

遥
鐘
ざ
鍵
武
人
惹
少
種
く
、
で
グ

ク
之
言
駐
よ
竜
フ
を
雀
７
．

詮
建
紗
鬼
参
よ
う
底
咳
版
蝦
采
の
硝
侭
ウ
〃

垂
睦
ん
を
修
蕗
感
、
移
疹
氷
と
紅
協
添

彦
農
葡
耗
鳶
季
鯵
曜
多
感
塵
い
よ
・
フ
ひ
す
ソ
。
ｉ

参
一
湾
で
、
確
輝
雲
り
失
え
を
鮒
叫
リ
ノ

竃
一

裁

p■時

■－

，殻

全

垂

識h･『
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d

Ｉ
‐
‐
ｌ
↓
‐

‘
ｑ
４

己

嬬
尾
板
よ
り
／
嫌
〃
蚤
へ
の
登
り
に
か
が
り
家
方
Ｊ
、
が
、
筒
凝
彦
増

す
に
ク
札
、
私
の
は
ぞ
る
心
潅
反
し
Ｚ
、
足
が
患
う
よ
う
彪
勤
ぃ

Ｚ
く
れ
ま
ば
ん
・
柳
災
ム
メ
炎
小
、
ニ
グ
貝
叫
山
荷
を
卿
叫
蕊
沙
汰
し
て
い

る
瞳
い
ば
か
リ
ノ
ろ
ば
な
い
よ
ク
む
す
が
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

ど
の
位
歩
い
た
ご
し
よ
み
ノ
・
う
ク
芝
ク
と
し
た
樹
林
９
急
登
が

割
″
、
妻
傾
斜
乞
吻
リ
る
め
之
項
、
小
ｘ
こ
な
一
つ
の
ご
Ｉ
ｌ
ク
に
、
突
然
無
‐

ず
艇
‐
し
庭
の
ソ
き
す
ノ
。
侯
唯
川
ム
ム
慎
む
‐
〃
苑
。
芝
こ
ろ
私
が
窪
に
し

お
お
の
ば
、
紛
れ
ち
な
／
、
夢
ｊ
に
生
公
見
た
繕
が
象
の
ソ
勇
婆
だ
っ
た

り
ご
蚕
。
こ
の
瞬
間
の
感
激
乏
珂
と
言
葉
を
表
現
し
隆
ら
良
い
の

む
し
よ
↑
フ
・
雰
糸
崎
附
し
い
§
と
多
咳
、
ク
麦
ロ
鯵
氷
言
ク
を
吟
〃
叶
州
オ
ソ
Ｚ
は
、
点
〃

ま
り
に
壱
虞
魂
不
足
の
気
が
し
象
参
・
二
の
蟻
舵
貴
力
さ
江
庭
ば

て
、
繕
《
綿
の
逢
う
絶
景
五
見
乏
も
う
い
、
過
菱
在
萎
集
き
捜
し
て

便
ｒ
ご
い
と
多
ロ
〃
》
た
皇
、
を
れ
ば
、
糸
仇
ン
逃
ず
絶
な
る
参
し
よ
み
／
か
・

二
の
句
き
戯
か
に
、
い
つ
ま
き
も
銘
さ
ず
鱒
を
何
／
絶
家
を
見
つ

め
ご
い
た
私
ば
、
「
燦
部
ヶ
蚤
へ
荷
っ
た
ら
参
ク
と
索
鶴
胴
し
い
よ
。
し
と

言
う
言
乗
庭
促
ご
れ
そ
、
畷
グ
鐙
へ
の
遠
き
駁
ク
庭
例
シ
ろ
ず
。
芝

≠

■

存

＝

今

》
“
》

ｂ
『

■
今
。

ｑ
・
》

一

一

冬

蒋

宮
口
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も
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■
＆
ロ
ゥ

今
I雪

画
一

丘

ザ

/す

経
感
技
い

、
”
ノ
つ
く
Ⅷ
ジ
ず
る
余
箱
診
な
／
、
、

雪

P

琴

邑
雫
〆

屡
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碍
像
火
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二
．
二
・
・
．
｜
・
二
．
七
■
④
寺
や
．
｜

一
・
軸
恥
畢

い
■
唾
・
》 一

や
・
・
生

二.....一＝ 曲
・
・
凸

咽
副
四
ｑ
Ｕ
７
Ｊ
‐
宙
ｇ
Ｆ
ｌ
ｒ
Ｉ
４
で
■
叩
ｌ
申
出
ｂ
■
１
０
０
■
■
■
９
“
ご
旬
ｌ
ワ
白
巴
Ｆ
日
日
Ｊ
Ｂ
ｂ
・
ｌ
Ｄ
ｆ

、
朝

守
一
▲
０
わ

口
卓
今

工
に
こ
ん
だ
咋
夜
例
ソ
宿
、
嫁
が
援
乙
メ
ッ
テ
産
後
に
‐
ｖ
ま
し
錘
・

園
の
猟
銃
”
で
あ
る
。
日
の
出
と
共
鯵
、
刻
一
刻
と
謬
八
わ
る
山
肌
の

何
と
方
云
乙
麹
美
し
Ｘ
ｃ
に
八
心
協
符
わ
れ
な
が
、
夕
、
蒋
縫
を
進
め
ま

す
●
第
念
垂
。
蓋
し
跡
っ
之
坪
象
ご
一
杯
で
数
シ
０
頂
上
参
谷
、
ふ
Ｊ

ろ
／
く
、
し
た
石
こ
ろ
道
の
瀧
く
こ
り
山
ば
、
登
礼
ど
ゾ
く
ｉ
奈
誇

混
三
色
の
芝
勿
／
鎮
上
ば
通
く
、
な
り
よ
せ
ん
。
芝
の
諺
レ
バ
、
蓋
ジ
が
、

一
嫁
聞
半
＃
続
い
た
杏
‐
し
ょ
う
が
殉
や
ク
と
到
着
し
彪
鎮
エ
が
ら

９
感
俗
韻
夕
隆
、
固
牟
当
絶
秦
渥
哨
か
し
か
つ
彦
淀
』
ご
す
ね
６
こ
り
景
凝
を
、
あ

こ
が
れ
脇
承
め
之
祭
理
‐
し
Ｚ
琴
容
来
危
の
き
ず
も
苦
労
ｊ
レ
プ
』
登
ク
乙

也
恥
吃
か
い
紙
Ｊ
あ
っ
た
一
と
風
心
い
ま
ｉ
し
た
・

Ｉ
し
〉
ば
し
の
休
息
へ
シ
後
ハ
ツ
尾
板
歩
き
ば
‐
“
裡
将
通
り
ノ
リ
或
Ｖ
の
／
ろ
‐
し

た
．
歩
く
た
び
に
、
二
つ
の
／
ご
Ｉ
，
夕
を
越
尤
る
た
び
挺
変
わ
ス
ヴ
山

容
に
ｉ
た
だ
脆
冷
云
乗
壱
な
く
寒
々
と
歩
き
室
，
し
た
、
そ
し
て
疲

れ
を
廓
ぺ
〃
ｖ
鎧
め
彪
墳
八
は
る
か
渡
ガ
グ
ハ
』
ば
あ
ソ
ま
し
だ
が
、
吻
涜
い

妻
へ
も
ぃ
瓜
肌
の
漆
講
を
、
そ
し
芝
今
日
２
窓
少
濯
、
蕊
警
渉
２
小

ぃ
屋
根
と
愚
い
ま
し
彪
仇
シ
ろ
蚕
．

一

今

ｌ
‐
‐
’
、
●
１
‐
‐
●
ｉ
り
’
１
’
１
‐
１
．
‐
●
！
‐
‐

‐
‐
！
‐
『
一
一
１
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曇

Ｉ
‐
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４
６
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０
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４
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１
０
１
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復
ば
挙
湾

置
鐙
風
三
つ
二
つ

風
は
喜
汐
簿
か
１

は
る
か
な
る
草
‐
の
陶
小

お
彪
曇
の
藤
の
中
Ｊ

砿
り
擬
っ
ろ
ぴ
御
を

及松水
とのば

た緋請
怠り参

ず庭伽､、
狩り

ｨ蕪f
を

が

諾J
わ

ん

ム
ば
縁
Ｊ
Ｊ

多
と
、
ク
誤
女

ダ
ば 一

半
ヶ
岳
に
と

暮
色

言

翁

ろ

が
鰐
”
ん
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今
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輪

久
十
‐
才
炎
》
過
ぎ
之
か
う
ぬ
堂
多
多
長
さ
童
穏
乙
ゐ
払
詫
と
づ
て

い
つ
も
念
Ｊ
頚
に
シ
め
っ
た
山
欲
〃
め
る
、
顔
珊
ア
ル
ァ
入
り
赤
み
〃
顔
だ
。

と
い
う
の
は
私
の
舜
鎮
久
非
１
湖
の
上
流
参
議
を
参
ｊ
、
何
代
に
も

わ
た
っ
て
私
の
穂
先
蘇
蕊
ア
ル
ァ
ス
参
宮
案
挺
支
あ
う
羅
之
生
潅

し
、
私
の
鉦
多
診
』
タ
溌
鍵
乏
教
ん
ご
鯛
義
挙
ら
縁
募
る
Ａ
と
し
ｚ

赤
石
蚤
ば
確
り
山
躯
裳
鯛
鎖
く
鍵
尋
誕
参
議
の
乏
感
謬
る
。
芝
し

て
横
茨
乙
裟
芙
彪
会
い
霧
調
暴
多
菱
寄
手
ぎ
責
ク
患
幾
挺
と
ク
之

小
芋
枚
の
雲
ぬ
い
ら
逢
餅
鎮
菟
ｖ
庭
参
堂
ま
と
ク
鍵
達
蜂
献
塾
参
乳

た
。
芝
妙
ば
集
ぢ
く
鐸
ぃ
乙
冬
多
綴
し
が
墓
・
う
移
る
拳
鎮
鍾
ず
つ

倉
き
雪
決
り
も
と

煙
は
高
く
空
に
向
が

打
ち
上
げ
る
施
火
は

幾
万
の
星
と
女
４
／
ぬ

満
ら
危
少
吃
臼
廻

塚

>己

い

』や
一

…一・

久
係
露
滋

坤可

芭

や

雲

句_法

、
↓
私

完
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－

Ｊ

ｆ
ｒ
Ｉ
‐

９
０
ｌ
ｂ

た
（
岬
、
琴
い
鞠
な
ど
到
鼠
弘
達
が
登
ら
奉
り
出
来
な
い
稗
〃
、
の
産

と
し
プ
）
挑
め
た
も
の
ろ
あ
る
ｏ
診
」
し
Ｚ
を
れ
が
赤
穆
建
鵬
吋
否
あ
る

と
教
た
ら
泌
た
・
芝
れ
か
ら
何
年
が
し
乙
山
歩
ご
り
楽
し
ご
乞
知

ク
乞
絡
に
と
夕
Ｚ
毎
夏
吟
赤
虐
缶
ば
真
迩
嚢
と
こ
ろ
庭
あ
る
の
蚕
あ

る
が
未
だ
登
溌
寡
い
き
今
謹
な
ク
Ｚ
し
ま
つ
庭
。
何
等
が
詞
私
感

』
だ
・
赤

あ
多
幽
及
違
と
翁
ｆ
会
誌
ご
可
後
の
山
表
さ
の
／
最
終
ば
赤
遥

石
に
行
げ
／
諺
ら
》
い
つ
ム
参
や
め
之
肴
ｙ
倒
心
い
織
州
』
亙
参
イ
は
な
、
い
ば
〃
』
芝
ロ

つ
め
季
を
礎
み
た
“
こ
い
ヅ
殻
。
麦
藤
森
鍾
産
逮
尤
た
ら
山
逢
や
め
る
か
坪

珍
ク
か
わ
か
ら
な
い
菰
、
夢
』
ん
象
訳
で
赤
危
露
ば
あ
こ
が
紗
の
山

と
‐
レ
プ
」
遠
く
か
ら
雛
め
と
っ
て
お
き
ン
に
砂
。
狩
猟
ぃ
は
一
雀
鍬
弘
れ
な

い
が
ち
知
脇
な
い
が
Ｉ
１
１

実
際
登
山
と
は
金
と
壕
と
体
力
と
三
棺
子
揃
っ
て
ぃ
寡
げ
脇
‐
ぱ

謀
呉
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
ろ
香
欠
す
た
ら
鰯
吋
ク
め
級
ば
な
ら
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